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マテリアルズインフォマティクスの発展を背景に、ハイスループットの新規材料探索が活発に

行われている[1]。近年では、ハイスループット実験技術の開発や、データベースの整備が急速に

進展しており、材料プロセスの最適化手法に高い注目が集まっている[2]。しかしながら、現状で

は相図の網羅的な調査に留まっており、新規材料探索には未だに多くの課題が残されている。 

そこで本研究では相転移の解析に着目した新しいハイスループット

実験手法を開発したので報告する。実験では Fe-Co-Cr 三元合金を対象

に[3]、コンビナトリアル成膜装置と放射光による光電子顕微鏡と情報統

計理論を組合わせて、強磁性／常磁性相転移のハイスループット解析を

行った。解析では、MCD コントラストの組成依存性を利用することで

Fe-Cr-Co 系の磁気相図を作成した。さらにランダウ理論に基づいて、強

磁性／常磁性転移における臨界指数の算出を試みた。 

実験の結果、Fe と Co，Cr の組成が薄膜内で連続的に変化しているこ

とと、MCD コントラストの明瞭な変化を確認できた（図 1）。各ピクセ

ルの MCD コントラストを整理・集計し、組成毎の MCD ヒストグラム

を作成することで、Fe-Co-Cr 三元系相図を作成した（図 2）。得られた

相図は強磁性／常磁性相転移、および混和性ギャップと良く一致してい

ることが明らかとなった。さらにランダウの擬似自由エネルギーを用い

て MCD ヒストグラムをフィッティングしたところ、臨界指数 β は 0.36 

± 0.028 と見積もられた。これは先行研究と良く一致する結果であった。 
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図 1 光電子顕微鏡で得られた 
組成および MCD コントラスト 

 

図 2 Fe-Cr-Co の磁気相図 
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